職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
オフィスビルと商業施設の内装仕上げを手がける内装工事会社で、◯年間にわたり軽量鉄骨下地の組立、石膏ボード張り、ビニルクロス貼り、長尺シートやタイルカーペットの床仕上げを担当してきました。新築と改修の両方を経験し、1現場あたり◯㎡規模のテナント工事では墨出しから仕上げまで一貫して施工しています。近年は作業員◯名の班をまとめ、施工図の割付確認と他職種との作業順の調整も担当しています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：オフィス・商業施設の内装仕上げを手がける従業員◯名の内装工事会社
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：内装工
【担当業務】
・軽量鉄骨下地（スタッド・ランナー・天井野縁）の組立（1日平均◯㎡）
・石膏ボード・化粧ボードの張り付け、開口部の加工と納まり処理
・ビニルクロスの貼り替え、パテ処理・下地調整
・長尺シート・タイルカーペット・Pタイルの床仕上げ、材料搬入と養生
【実績】
・施工面積約◯㎡のオフィスビル改修で、着工前に施工図と現地寸法の差異を確認して開口位置を調整し、ボード張り後の切り直しなく工期内に引き渡した
・商業施設のテナント工事では夜間作業で1日◯㎡の施工を継続し、設備業者と作業順を毎日擦り合わせて開店日に間に合わせた


■活かせる経験・知識・スキル
・軽鉄下地組立（スタッド・ランナー・野縁）、ボード張り（石膏・化粧・耐火）
・クロス貼り、パテ処理・シーリング、床仕上げ（長尺シート・タイルカーペット）
・墨出し・レベル出し、レーザー墨出し器・オートレベルの使用
・施工図・割付図の読み取りと材料の拾い出し
■資格
・内装仕上げ施工技能士2級（ボード仕上げ作業）（20XX年X月取得）
・職長・安全衛生責任者教育修了（20XX年X月）
■自己PR
納まりを先に確認してから下地を組む進め方を身につけており、仕上げ段階での手直しを減らすことを意識してきました。オフィス改修では、施工図と現地の梁位置の食い違いを着工前に洗い出して元請の担当者に確認し、開口部や点検口の位置を決め直したうえでLGSを組んだため、ボード張り後の切り直しが発生せずに引き渡せました。入社後も、着手前の図面確認と設備業者との取り合いの擦り合わせを徹底し、工期と仕上がりの両面で安定した施工に貢献したいと考えています。
以上
